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備 考
雨
鷹亀蘇端近く南の商搬畷見し新第3蘇端南囎度
第1群中央子午線通過
曇
第2群中央子午i線通過・薪第4群東側低緯度［：出現
雨
撰集壷井線の勅こ懸昨日の第2聯4糊艸
昨日の第3群本日中途中播
雨
｛嫌駕画題に醐こ没し噺第2群粛然第3恥
雨
竜2群中央子午線通過
昨日までの第1群本日［t西端に没して無し
欠
欠
画第3群西端近く南緯度に突獲　薪第4群東方南緯に突獲
昨日までの第工群西端にて溝：先し第3群も亦白紋のみごなろ
灘晶群申好構の勅南の四川墜第2群中興午
昨日までの第1群本日中途清失・薪第3群西端近く爾の緯度
｛
に突声
昨日までの第2群本日中途消失?
曇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．｛獺総縢麟備聯工翫の緯厳騨2
新第3群東端南の高緯度に突獲
第1群中央子午線通過
第3群中央子午線通過
第2群申央子午線麺過
半月より大黒黙の報告々省けり・190以後は族行のナこめ河西慶彦君の観測に依ろ。
太陽面の活動活動6刀下旬よりも稗々優勢εなれりQ
4g
太陽観測報告 （1925年明分）　三澤勝衛
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爾
雨
7月末第3群のもの
昨日までの第1群西端に浬しなし
雨
新婦黙群白軍に国まれ西端近く南の緯度に突獲
新口2群中央子午線上北の緯度に突糞・新第3群白紋な俘び騰北の繭、出現．
認識4群白紋に間まれ東端北の緯度に出現
昨日までの第1群西端に覆して無し
昨日までの第3群本日中途潰失
職2群中央子午線通過
新第3群中央子午線の東方北の緯度に突獲
曇
雲な透して観測，13日までの第1群西輯に浸し無し
雨
眉
13日の第2第3の爾群何れも中途漕失
薪黒黒占群西端近き北の高緯度に突獲
薪第2群中央子午線のps東方北の緯度に突獲　新第3群東
｛
曲目の緯度に出現
新第4群東端南の緯度に出現
昨日までの第1群匡西端に没し第2群匡中途消失
新山3群中央子午線の西方北の緯度に突獲・薪第4群東端北
｛
の緯度にμ1現・第1群本日中央子午線通過
雨
第2群中央子午線通過
昨日までの第1群西端に浸し無し第3群中央子午線通遮
?
二第4群東方北の緯度1：as見・新口5群東端北の緯度に出現
鷲羅三幅雛鍵麓の搬駿発昨日までの第1
　太陽の活動月末に至り再び優勢ミなる・
係る・謹んで同君に感謝す・
二三の’ため18日以前ばすべて河西慶彦君の槻測に
